
学会賞学会賞

ファイナンシャル・プランニング研究

― 28 ―

目　次
1 ．はじめに
　　 1 . 1　特別支援学校での金融教育の必要性
　　 1 . 2　先行研究と本稿の違い
2 ．指導の共通ポイント
　　 2 . 1　対象者の特徴と背景
　　 2 . 2　指導上の注意点
　　 2 . 3　「合理的配慮」に基づいた教材の提供
3 ．金融教育の実践事例

　　 3 . 1　3部構成のプログラム
　　　　 3 . 1 . 1　おこづかいの使い方
　　　　 3 . 1 . 2　給料の中身と使い方
　　　　 3 . 1 . 3　 社会生活の金銭トラブル対処と

回避
4 ．考　察
　　 4 . 1　 「金融教育プログラム」との関連
　　 4 . 2　 改訂後に得られた知見と今後の展開
5 ．まとめ

キーワード（Key Words）

金融リテラシー・マップ（Financial Literacy Map）、合理的配慮（Reasonable Accommodation）、
特別支援学校（Special Support School）

〈要　約〉
　国連の障害者権利条約が批准され、わが国でも平成28年4月1日より障害者差別解消法が施行された．
この法律では「障害者」（2）に対し「合理的配慮」の提供を求めている．知的障がいのある方への教育現
場での「合理的配慮」とは、踏み込んだわかりやすい教材で授業を行うことである．教育現場の要請に
応えるべく、ここに特別支援学校高等部における金融教育の分野での実践事例を示した．今回の事例報
告は、特別支援学校高等部の生徒に対し、初回は2年間で3講座、次は1年間で2講座を行った内容である．
系統立てた教材を同じ学校で継続して行い、事前、事後学習につなげることで、単発の出前講座では得
られない体系的な指導プログラムの提供を試みた．これは「金融リテラシー・マップ」に則した実践事
例である．今後、知的障がいのある方に対して金融情報をどのように発信していくか、社会全体の課題
となる．実は、特別支援学校における金融教育のあり方と、「わかりやすさ」を主眼とした金融情報の提
供は同じ方向を向いている．超高齢化で多様な社会に合った「わかりやすさ」を提供していくことが、ファ
イナンシャルプランナーの社会的役割であると考え、共通の意識を持って取り組みたい．

特別支援学校における金融教育の事例報告（1）

―合理的配慮に基づいた教材の提案

Introducing Practice Cases for Financial Education at Special Support Schools
─Teaching and Training Materials to Provide Reasonable Accommodation

東京都金融広報委員会　金融広報アドバイザー
　吉田　淳子 / Junko YOSHIDA

（1） 本稿は、第17回日本FP学会大会における日本FP学会賞の受賞報告を踏まえ、加筆修正したものです．報告に際し、討論者
の日本FP学会幹事、慶應義塾大学理工学部の枇々木規雄教授より、本稿の改善について貴重なコメントを頂きました．記
して厚く御礼申し上げます．

（2） 「障害者」の表記について、「障害者差別解消法」「障害者白書」など、法律用語や行政の資料で使われる際はこのまま「障害
者」とした．図のタイトルや凡例も同様である．なお、論文中は「知的障がいのある方」としている．
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　　 5 . 1　 ファイナンシャルプランナーからの情
報提供の可能性

　　 5 . 2　 「合理的配慮」の概念を超高齢化、多
様な社会への情報提供に活かす

1 ．はじめに
1 ．1　特別支援学校での金融教育の必要性
　金融教育の担い手として、ファイナンシャルプ
ランナーに寄せる期待は日々高まってきている．
社会的要請に応えるべく、金融経済教育推進会議

（事務局：金融広報中央委員会）により、2015年
6月「金融リテラシー・マップ」（3）が示された．
対象は小学校から社会人、高齢者まで網羅されて
いる．本稿では、学校教育の中の特別支援学校高
等部における金融教育について、その必要性を実
践事例から示したい．
　現在、障がいのある方への対応をめぐり、重要
なポイント「合理的配慮」「意思決定支援」「権利
擁護」がある．日本においても、国連の障害者権
利条約が批准され、平成28年4月1日より障害者
差別解消法が施行された．この法律で規定される
差別の定義は「不当な差別的取扱い」と「合理的
配慮の不提供」の2種類で、国、地方公共団体等
では、いずれも禁止事項となった．民間事業者で
は「不当な差別的取扱い」は禁止事項、「合理的
配慮の提供」は努力義務となった．
　身体に障がいのある方の場合、「合理的配慮」
の例としては、筆談や読み上げ、段差の解消によ
り車椅子の通行を可能にするなどがある．しかし、
知的障がいのある方については、どのような配慮
が必要なのか一般には理解しにくく、試行錯誤が
続いているといわれる．教育における「合理的配
慮」の提供は、私立学校では努力義務だが、国公
立学校では義務の段階に入った．現在、学校教育
の中に進められてきている金融教育でも、その義
務を負う．障害者総合支援法も、見直しの時期が
迫っている．ここでのキーワードは「意思決定支
援」である．知的障がいのある方の「権利擁護」も、
また大きな課題である．
　次に、特別支援学校高等部の卒業後の進路を見
てみよう．「障害者雇用」も進みつつあり法定雇
用率も2パーセントとなって、特別支援学校のあ
り方も変容を遂げつつある．都立知的障害特別支
援学校の場合、従来の特別支援学校高等部のほか
に、「学園」という名を冠した企業就労率の高い
学校形態が出てきた．文部科学省が平成27年に

発表した特別支援学校高等部（本科）卒業後の状
況を図1および図2に示した．

　知的障がいのある生徒の卒業後の進路では、大
学等への進学はごく少数で、多くは就労、福祉的
就労、生活介護の3つに分かれる．卒業後、就労
を支援する機関等での啓発活動はあるが、多くの
方の学びの場は高等部が最終段階となる．
　一般の方は社会人になっても金融教育の情報も
機会も教材もある．それを求めることも健常な方
であれば容易である．しかし、知的障がいのある
方に配慮した振り仮名、平易な言葉遣い、わか
りやすい図や説明の教材を見つけるのは難しい．
あったとしても伝える機会や人材が揃っていると
は言い難い．それゆえ高等部での教育がマスで学
ぶ最後の機会となる．

1 ．2　先行研究と本稿の違い
　こうした状況に応える教材や授業実践例の提供
が求められている．これまで、東京学芸大学とみず

（3） 「金融リテラシー・マップ」とは、「最低限身に付けるべ
き金融リテラシ－」を、年齢層別に、体系的かつ具体的
に記したもの．

図1　特別支援学校高等部の卒業者内訳

図2　高等部卒業後の知的障害者進路
（図2は図1の知的障害16,566人の卒業後の進路の内訳を示したもの）
出所： 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（2015）「特別

支援教育資料（平成26年度）」の内容を基に筆者作成
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ほフィナンシャルグループの金融教育共同研究プロ
ジェクトが、特別支援教育における金融教育に取
り組まれ、系統立てられた優れた教材の提供（4）が
なされた．その他の特別支援学校高等部でも家庭
科や進路担当の先生方を中心に、金銭管理を指導
されている．以前、教育現場の先生方から「おこ
づかいですらあまり使ったことがない子どもが、
就労していきなり十何万円ものお給料を手にした
らどうなってしまうのか」と相談を受けたことが
あった．
　さて、ここでは、今まで発表された研究との違
いについて述べたい．前述の東京学芸大学・みず
ほフィナンシャルグループ金融教育共同プロジェ
クトによる「特別支援教育における金融教育」研
究・実践的検討（5）は、これまでになかった画期
的な取り組みである．今まで、数学、家庭科、進
路などの教科で、お金の計算や買い物学習、給料
についての説明など、それぞれの科目の中で断片
的に行われていたものを、「くらしづくり」のた
めの学習として卒業後の生活を想定した総合的な
内容になっている．具体的内容と指導の展開は、
ほぼ全ての金融教育の内容を網羅しており、系統
立てられ、わかりやすい．また、この授業の実践
は3名の軽度の生徒に対して行われている．きめ
細かい個別指導の積み上げにより、教育の成果が
得られたであろうと推測する．大学付属の特別支
援学校という研究機関で少人数教育であり、金融
教育の必要性を痛感している指導者のもとで学べ
る状況は、大変恵まれている．
　では、一般的な特別支援学校のカリキュラムの
中で、生徒の人数も多く習熟度の差も大きい状況
では、どのように活用できるだろうか．上記の先
行研究では、個々の指導案が示されていないので、
教員は、この項目の中から選択して作成する必要
が出てくる．全て網羅された中からの取捨選択も
労力が要る．
　今回、筆者が提案した授業の実践事例では、内
容によっては重度から軽度までの幅広いクラス編
成でも実施可能で、人数も20名程度の集合教育
ができ、座学ではなくワークを使って学べる構成
となっている．ワークは全員参加の工夫をした．
時間配分を示した指導案を提供しているので、状
況によって内容のカットも可能である．内容も、
これだけは最低限必要だと思われるものを3種

類、それぞれ50分授業2コマで出来るよう設定し
た．教員の目から見ると、内容の不足や過多と思
われるところがあるかもしれないが、その点は指
導案をたたき台に、学校規模や生徒の習熟度を勘
案し、使い勝手良く再構成して頂けると考えてい
る．
　筆者は、消費生活アドバイザー、消費生活専門
相談員の資格を持って消費者相談に従事してい
た．また、東京都金融広報委員会の金融広報ア
ドバイザーとして、長年金融教育の現場にいる．
1990年から続けてきた活動だが、2005年金融教
育元年以降、知的障がいのある方の講座にも関
わってきた．現在では都立特別支援学校の金融教
育の出前授業を行っている．今回はその実践事例
を発表したい．

2 ．指導の共通ポイント
2 ．1　対象者の特徴と背景
　〈環境〉小・中学校の通常の学級での金融教育
は、一般の児童生徒向けであり、知的障がい、発
達障がいのある方に特化したものは提供されてい
ない．通常の学級で学んだ生徒の多くは、特別支
援学校高等部で初めて個別指導を受け、個々の習
熟度に合った教材が提供される．
　〈特性〉知的障がいのある生徒のお金の環境の
特徴．①お金の管理は保護者がしてしまい、おこ
づかい制にしないことが多い．②家庭の経済環境
が多様なため、学校現場で実際にお金を使って買
い物学習することが難しい．教材費の中から一定
の買い物をするのに留まるため、日常生活を想定
した実践的なお金の学習が出来ない．③「知的障
がい」と一括りに考えがちだが、個人の状況は多
種多様である．特別支援学校の高等部には通常の
学級、支援級、支援学校出身の生徒が集まってく
るので習熟度にかなりの幅がある．
　〈問題点〉基礎知識と経験の不足でお金の管理
がままならない．買い物で、いつもお札を出すた
め、小銭が沢山あるのに電車賃を自動販売機で買
えず、歩いて帰ってきたという話も聞いた．時間
の管理、予算立てが難しい．名義貸しなどのター
ゲットになりやすいが、トラブルに遭っても被害
を認識しにくく、自ら援助を求めることが容易で
はない．周囲との人間関係のストレスが、お金の
問題に繋がる場合がある．

2 ．2　指導上の注意点
　知的障がいのある方に対する金融教育における
注意点は何か．大きく分けて、この三点であると
考える．
　第一に、授業内容の見える化で見通しを持たせ

（4） 東京学芸大学・みずほフィナンシャルグループ金融教育
共同研究プロジェクト（2008）．

（5） 小金井俊夫他（2009）、小金井俊夫他（2010）、小金井俊
夫他（2011）、小金井俊夫他（2012）、小金井俊夫他（2013）、
小金井俊夫他（2014）．
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ることである．図3に示すように、授業の開始時
に時限ごとのプログラムの内容を明らかに示す．

　第二に、生活の場面で遭遇するであろうことを
具体的に示すことである．
　第三に、年齢相応の応対をすることである．特
に第三のポイントは、授業実施者の姿勢で最も重
要な点である．これらは、金融教育に限ったこと
ではない．教育現場では日常的に行われているこ
の配慮を、外部からの出前授業では特に心してお
かなければならない．指導上のポイントを箇条書
きで示したい．
• 　 授業内容と時間配分を示すことで見通しを持

たせる．
• 　 教材には振り仮名をする．
• 　 用語は年齢相応で適切に短く箇条書きする．
• 　 目からの情報が有効なので、イラスト、写真

等でイメージを持たせる．
• 　 ワーク（シート、カード、模擬紙幣など）を

使う．
• 　 発表の機会を設け、達成感を大切にする．他

者の意見に耳を傾ける．
• 　 振り返りの時間を取る．
• 　 詰め込みすぎない．
　一番してはならないことは、平仮名の表記や子
どもに対するような話し方など、年齢不相応の扱
いである．スマホを使い、ゲームも上手な高校生
である．講師がどう思っているか、すぐに見極め
る．また、音には気を配る必要がある．大きな
声で驚かせるのは避けたい．パソコンのパワー

ポイントの効果音などは不快に感じる方もいる．
ジョークをその通りに受け取ることもあるので、
注意を必要とする．丁寧に誠意をもって話し、質
問が出たらその場で答える．以上が重要と考える．

2 ．3　「合理的配慮」に基づいた教材の提供
　知的障がいのある方の一番の特徴は「わからな
い」と自ら言えないことだと痛感している．わか
りにくい教材であっても「わからない」と意思表
示されないため見過ごされる傾向がある．「合理
的配慮」は、そのような方に対しても踏み込ん
で、わかりやすい教材を提供し授業を行うことで
ある．そのガイドラインとなるものを探したとこ
ろ、一番の理解者である家族の会が作ったものが
あった．それが「わかりやすい情報提供のガイド
ライン」（6）である．筆者が今まで作ってきた従
前の教材を、この基準に合わせ手直しをした．以
下がプログラムの共通の「合理的配慮」を考慮し
た表現方法である．
【「合理的配慮」を考慮した教材の改訂例】
　上が改訂前で下が改訂後である．図4 ～ 7は、
いずれも筆者が制作したパワーポイント画面であ
る．

（6） 全国手をつなぐ育成会連合会「知的障害のある人の合理
的配慮」検討協議会（2015）．

図3　本日の学習内容の生徒配布用（筆者制作）

図4　学習内容の項目の改訂前、改訂後
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① 分かち書きにする．行間を空ける．ルビは文字
の上に振る．ゴシック体を使う．図4

② 漢数字は基本的には用いない．電卓を使う際、
この方が分かりやすい．図5

③ 必要な情報を略さないで入れる．ケースで具体
的に示す．図6

④ 比喩、暗喩、擬人法を使わない．「カモがネギ
を背負ってくる」好都合、お誂え向きに獲物を
見つけた状況を例えたが、分かりにくいので訂
正した．図7

3 ．金融教育の実践事例
3 ．1　3部構成のプログラム
　今回紹介するのは、高等部2年生、3年生で実
施できる3部構成のプログラムである．2年生で

［1］おこづかいの使い方、3年生で［2］給料の
中身と使い方、［3］社会生活の金銭トラブル対処
と回避を実施した．

3 ．1 ．1　おこづかいの使い方
　家庭の経済環境、お金を使わせることについて
の家庭の方針、本人の管理能力、それぞれに多様
である．このような特徴を考えると、一律に学習
教材に出来るのは修学旅行のおこづかいである．
事前にシミュレーションしながら、お金の使い方

図7　具体的な表現の改訂前、改訂後

図5　金額の表記の改訂前、改訂後

図6　説明記述の改訂前、改訂後
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を学習できる．筆者が長年実施してきたゲームを
用いたプログラムの手法を「沖縄旅行おこづかい
ゲーム」として特別支援学校向けに再構成した．
このゲームの特徴は、お金の使い方にある．お金
は、自分のため、特定の人のため、不特定の人の
ために使う．お土産では自分用のほかに他者のた
めに使う．金額も一定で買うものも限られるた
め、予算を立て、買い物をして振り返る学習が出
来る．

実施内容
第1部「おこづかいの使い方」
時　間　2 時限分の枠を使用．各50分
会　場　東京都立特別支援学校
対　象　 高等部2年生　2クラス合同　計4クラ

ス46名　中度から軽度まで
テーマ　 「大切なお金の上手な使い方～沖縄修学

旅行のおこづかい～」
ねらい
金融リテラシー・マップ中の小学生高学年対象を、
特別支援学校高等部に置換えた授業実践．

「分類１ 家計管理」
① おこづかいが、労働の対価である家計収入から

出ていることを再確認する．限りがある家計か
ら信用されて任されたおこづかいを計画的に使
う方法を学ぶ．

② 修学旅行のおこづかいの事前学習として、決め
られた予算の中で目的を持って買い物をするこ
とを学ぶ．ゲームを用いて共同学習をする．

内　容
1 ．「おこづかいって何だろう」
　　 おこづかいの出処、使途、計画の立て方、お

こづかい帳の付け方．パワーポイントの画面
を見ながら、質問形式で学ぶ．

2 ．「沖縄旅行おこづかいゲーム」（図8および図
9参照）

　　 動画や写真で、沖縄旅行の雰囲気を感じる．
　　 5 グループに分かれ、お土産のカードを取捨

選択し、お土産の購入パターンを話し合って
1 つのプランを作り上げ、発表する．

時間配分
（30分）今日の授業の予定　おこづかいについて
（20分） おこづかいゲームの説明　動画、写真

スライドショー
（10分）休憩　動画を流しておく
（30分）おこづかいゲーム実施
（20分）発表と講評
　時間配分は目安で状況によって調整する．
授業展開
① 皆でカードを選び、予算4,000円以内で買える

お土産のプランを考える．軽度の生徒が計算、
記入を担当する．わからないところは教員が
フォローしながら、生徒主体で進める．

② 話し合いの結果をＡ3用紙に鉛筆で書いてホワ
イトボードに貼り、生徒が発表する．講師から
他の生徒に声掛けをして感想を聞く．

③ 実際の買い物については、別時間にて学校で振
返り学習をする．

図9　お土産カードと集計表（筆者制作）

図8　授業風景イメージ（筆者作図）
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設　営
　机を島状に設置し、生徒4名が囲んで座る．各
グループに教員が1名つく．ゲーム資材、電卓１
台、各自メモ書き用白紙1枚ずつ．
教　材
　お土産カード（ハガキ1/2サイズ24枚）、集計
用紙、感想文、授業の振り返りの為のレジュメ、
実物のお土産数点など．漢字には振り仮名をする．
準　備
　担当教員には、企画書、当日の学習内容の授業
展開（各机に1名フォローに入る教員への説明の
ために必要）を事前に渡し、グループのメンバー
の構成を一任する．
実施感想
「対象者について」
　知的障がいの程度は軽度から中度でも、内容の
理解、参加意欲に大きな差はなく大変熱心に取り
組む．私語、中座もなく、挙手、起立、発言が出
来ていた．
　内容1.では、投げかけた質問に積極的に応じ、
集中して参加していた．
　内容2.では、計算や記入は、軽度の生徒が自然
に担当し、発表は中度の生徒が積極的に行うケー
スが多く、自ら得意分野で役割分担をしていた．
教員のフォローも、生徒の自主性を重んじ、進行
の補助程度に止めていた．お金についての関心は
非常に高く、自己決定支援が必要であると感じた．
「難易度」
　役割分担をするので、習熟度の幅があっても実
施に問題はない．
「効果」
　以下の点から、効果が見込める．
・ 修学旅行の学習が、文化祭や総合の時間などで

進められていて、生徒の関心が高く、共通のテー
マとして取り組みやすい．

・ 家庭の経済環境も様々な中で、同じ金額の同じ
目的のお金の使い方で学習できるので、実体験
としてとらえられる．

・ その前段階として、収入＝労働の対価、家計の
中のおこづかいの役割、計画的に使うための方
法を指導することで、行事学習を金融教育に組
み込める．

「工夫」
　特性として現物を見ることが必要なので、実際
の土産品、動画、写真、実物のカードや、沖縄
ということで実物の二千円札を用意した．特に、
二千円札に高い関心を示し、質問も多く出た．
「発展」
　担当教員に、カードのデータを印刷したもの、
軽度の生徒向けのシート等を提供した．

「まとめ」
　授業の単位を2時限にセットですることで、お
金の話とワークを使ったおこづかい学習を結び付
けることができた．高等部の行事学習では、修学
旅行のおこづかいの使い方などから、実体験に即
してアプローチすると、わかりやすい．

3 ．1 ．2　給料の中身と使い方
　次に3年生になって職場実習が本格的になり、
そのまま就労に結びついていく時期に合わせて、
就労後の給料の実態を学び、お金の使い方を考え
る学習に繋げていく．
　知的障がいのある方の収入は、給与、障害基礎
年金などである．下記の図10は賃金・工賃の平
均月額である．給与水準は「常用労働者全体」の
26.1万円に対し、「知的障害者就労」は11.8万円
である．他と比べてもかなり低い．就業年数が伸
びても、賃金があまり上がっていかない状況が読
み取れる．「就労継続支援A型事業所」（雇用契
約有り）の利用者の賃金の平均月額は7.2万円、「就
労継続支援B型事業所」（雇用契約無し）の利用
者の工賃の平均月額は1.4万円となっている．

　今回の授業では、一般就労で20歳前傷病によ
る障害基礎年金の受給者と受給非該当者、及び、
就労継続支援B型事業所（雇用契約無し）の例で
設定した．図11に示すように、卒業生で障害基
礎年金の受給非該当者もいる、との教育現場の指
摘を踏まえた．

図10　賃金・工賃の平均金額　（単位：千円）
出所： 内閣府（2013）『平成25年版障害者白書』「第5節収入1.賃

金等の状況」の内容を基に筆者作成
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　ここでは、実際に近い賃金水準で給与明細を作
成した．作成に当たっては、税理士で社会保険労
務士の専門家（7）の協力を得た．まず簡単な仕事
をしてもらい、模擬紙幣で実際にお給料を支給
し、その中身についてワークを使って学ぶ．一つ
一つ項目を確認しながら控除されるお金を電卓で
計算して、その額を徴収していくと、手取り金額
がいくらになるか実感できる．手取り金額もその
まま自由には使えない．生活に必要なお金を引い
ていく作業をする．グループホームに入る場合は
世話人さんに、実家で暮らす場合は家族に、食費、
水道光熱費、日常生活費を払う．最初に配られた
お金が沢山あるように思えても、自由に使えるお
金は、さほどないと実感する．自由に使える筈の
おこづかいを一日単位にしてみると千円ほどにな
る．その中から昼食代を引くと、さほど多くない
ことに気付く．授業を通して、生活にお金がかか
ることがわかって、「お弁当を作る」と発言した
生徒がいた．「コンビニでおやつを買うのも、た
まににしよう」と感想を述べる生徒もいた．少な
いお金も、沢山回数を重ねると大きな金額になる．
これを消費と貯蓄の両方から学ぶのがねらいであ
る．これが3万円おこづかい大作戦の成果となる．
なお、就労継続支援B型事業所（雇用契約無し）
の生徒には、工賃をもとに9千円おこづかい大作
戦として実施した．

実施内容
第 2 部「給料の中身と使い方」
時　間　2 時限分の枠を使用．各50分
会　場　東京都立特別支援学校
対　象　高等部3年生2クラス合同23名
　　　　中度から軽度まで

テーマ
　「社会人としてのお金～お給料と生活費～」
ねらい
　金融リテラシー・マップ中の若年社会人対象を、
特別支援学校高等部に置換えた授業実践．
「分類１ 家計管理」
① 社会人として、収入、支出の情報を的確に把握

できるよう基礎を学ぶ．手取り額を把握．収入
の中身を理解し、税金や社会保険の意義につい
て考える．

② 予算制約、支出管理実践の習慣化を目指す．
　 手取り収入から生活に必要なお金を払うことを

知る．必要なお金と欲しいものを買うお金を分
け、自由裁量のお金を計画的に使うことを学ぶ．

③ 貯金の意味を知り、将来の自分を思い描く．パ
ワーポイントの画面を見ながら、ゲームとワー
クで給料と家計の支出について学ぶ．

内　容
　一般就労と福祉的就労の生徒がいるが、収入は
給与で暮らす例、支出はグループホームで暮らす
例を題材とし家計の成り立ちをもとに自立への準
備を考える．
1 ．「収入と支出を知ろう」（図12参照）
　① 労働の対価としての給与を実感する．作業を

実施し、給与明細を明示する．
　② シート記入により給与明細の中身を学ぶ．

図11　 年金・手当受給の有無の割合（在宅20歳以上の
知的障害者）

内閣府（2013）『平成25年版障害者白書』「第5節収入3. 年金等の
受給状況」の内容を基に筆者作成

（7） 中島典子氏CFPⓇ、税理士、社会保険労務士．

図12　授業風景イメージ（筆者作図）
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　図13に示すパワーポイントの画面を見ながら、
質問形式でやり取りをして埋めていく．手取り金
額を模造紙幣で支給する．
　③ 支出項目を整理して、必要なものと欲しいも

のを分ける．支給した模造紙幣から、必要な
金額を抜き取ることにより、実際のおこづか
いの範囲を知る．

　④ 貯蓄の必要性と継続による効果をパワーポイ
ントの画面で示す．

2 ．「3万円おこづかい大作戦ゲーム」
　おこづかいの中でも必要なものと欲しいものに
分け、必要なものから使うことをルールにする．
昼食、おやつなど少額のものでも回数が多くなる
と金額も大きくなることを実感する．予備費を確
保することの大切さを知る．5グループで、欲し
いものカードを取捨選択して話し合い、図14に
示すように1つのプランを作り上げ、発表する．
他者の意見に耳を傾ける．

3 ．「将来の私　やりたいこと、なりたい自分」
　 　5年後10年後の私は何をしているのか．やり

たいこと、なりたい自分、社会人としての自分
自身をイメージし、5 ～ 10年後の希望を書き、
ライフプランにつなげる．時系列のイメージは
難しいので、表にせず図15に示すように設問
回答方式にした．

図13　給料説明パワーポイント（筆者制作）

図15　将来の私ワークシート（筆者制作）

図14　おこづかいワークシート（筆者制作）
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時間配分
（20分）今日の授業の予定　仕事をしてお給料
をもらおう．
（10分）給料の中身を知ろう．シートの給与明
細の空欄を埋めていく．
（20分）給料の使い道　必要なものと欲しいも
のの区別
（10分）休憩
（25分）3万円おこづかい大作戦ゲーム
（10分）発表と講評
（15分）「将来の私　やりたいこと、なりたい自
分」シート記入．感想文記入
　時間配分は目安で状況によって調整する．「将
来の私」は時間の余裕があれば行う．
授業展開
① 作業（紙コップ積み）をする．作業は就業した

会社での仕事と位置づけ、その結果、お給料が
出ると説明する．

② 労働の報酬として給与明細と模擬紙幣を渡す．
給与明細の表を渡し、その中身を説明しながら
一つずつ埋めていく作業をする．自ら電卓で計
算し数字を導き出すことにより、具体性を持た
せる．わからないところは教員がフォローしな
がら、生徒主体で進める．

③ おこづかいの中身を必要なものと欲しいものに
分けさせ、予備費の意味も考えさせる．イラス
トのカードを取捨選択することで視覚から訴え
る．個人学習でなく、話し合いを通じて共同作

業をすることで、他者の意見にも耳を傾ける．
④ 話し合いの結果をＡ3用紙に鉛筆で書いてホワ

イトボードに貼り、生徒が発表する．講師から
他の生徒に声掛けをして感想を聞く．

⑤ 別時間にて学校で振返り学習をする．
設　営
　机を島状に設置し、生徒4名が囲んで座る．各
グループに教員が1名つく．電卓１台．ゲーム資
材と記入シートは、その都度配布する．
教　材（図16参照）
　作業用の紙コップ、各種カード、ワークシート、
給与明細、模擬紙幣など．
準　備
　担当教員には、企画書、当日の学習内容の授業
展開（各机に1名フォローに入る教員への説明の
為に必要）を事前に渡し、グループのメンバーの
構成を一任する．
実施感想
「対象者について」
　知的障がいの軽度から中度だが、参加意欲に差
はなく、大変熱心に取り組んだ．指示に従い、挙
手、起立、発言、報告が出来ていた．
　内容1.「収入と支出を知ろう」では、投げかけ
た質問に積極的に応じ、集中して参加していた．
　内容2．「3万円おこづかい大作戦ゲーム」では、
計算や記入は軽度の生徒が担当し、発表は中度の
生徒が、積極的に行うケースが多く、自ら得意分
野で役割分担をしていた．グループのメンバーの
習熟度に応じ、教員のフォローが適切になされて
いた．
　内容3．「将来の私　やりたいこと、なりたい
自分」5年後に調理師免許を取り、10年後自分の
店を持つという具体的なキャリアプランを描く生
徒、これからの5年間老人ホームで働いている自
分自身を想像する生徒、結婚や声優の夢を語る生
徒もいた．両親を旅行に連れて行く、働いてお給
料の半分を親にあげたいなど、将来への夢を語っ
ていた．
「難易度」
　中度の生徒には、計算、記入、用語の理解は困
難だったが、作業をしたらお給料が出た、お給料
も全部は使えない、くらしにはお金がかかる、お
こづかいも考えて使わないといけない、という考
え方の理解は出来ていた．軽度の生徒には、企業
就労に向けて意識が高く、適切なレベルであった．
「効果」
　 3 年生の2学期では、卒業後の進路に向けての
実習が始まっており、給与に対する関心は非常に
高く、社会人になるという自覚のもとに熱心に取
り組んでいた．図16　給料教材一覧（筆者制作）1グループ分
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「工夫」
　特性として体験型で見ることが必要なので、作
業備品、模造紙幣、イラストのカード等を用意し
た．
「発展」
　担当教員に、カードのデータを印刷したもの、
教材のシート、給与明細、パワーポイントの画面
から一部印刷したものを提供した．それをもとに
3学期に振り返りの授業をした．
「まとめ」
　試行錯誤の結果、金融リテラシー・マップの若
年社会人の「分類１家計管理」の項目に沿った内
容になった．「給与明細の見方」、「収入と支出の
把握」、「家計管理」は、家庭科、進路、職業など、
特別支援学校で行なわれている各教科の中で金融
教育として組み込める内容である．特別支援学校
の指導は、自由度が高く柔軟に対応できると思わ
れる．

3 ．1 ．3　社会生活の金銭トラブル対処と回避
　 3 回目は、卒業後、遭遇してしまうかもしれな
いお金のトラブルを未然に防ぐことに取り組ん
だ．ここでは、金融教育と消費者教育を組み合わ
せて実施した．まずは、契約とは何かという概念
をクイズ形式で実感してもらう．そして、遭遇す
る可能性の高い内容を4つ選び、ストーリーにし
てパワーポイントで示した．紙芝居のように視聴
して、ワークシートを使い自分で考える．視聴し
ている間に生徒の中から「ついて行ってはダメ
だ！」「どうしてなんだろう」など自由な発言が
出てくる．少ないお金でも回数が多くなれば大金
になると学んだことで、「一日コーヒー一杯の値
段で買える」というセールスの常套文句を危ない
と感じることが出来る．言語の表出が苦手な生徒
には、意思表示カードを掲げてもらうことで、参
加が可能である．教員や良くできるタイプの選ば
れた生徒によるロールプレイングでは、「おもし
ろかった」「演技が上手い」などの感想になりが
ちである．だが、意思表示カードを使う方法なら、
自分で考えつつ、グループの一体感が生まれ、教
員のアドバイスにも耳を傾けるので、参加型の学
習が出来る．

実施内容
第3部「社会生活の金銭トラブル対処と回避」
時　間　 2 時限分の枠を使用．各50分
会　場　東京都立特別支援学校
対　象　高等部3年生2クラス合同20名　軽度
テーマ
　「社会人に必要な、お金の知識～困ったときは、

すぐ相談～」
ねらい
　金融リテラシー・マップの中学生対象を、特別
支援学校高等部に置換えた授業実践．
「分類3金融取引の基本としての素養」
「分類6ローン・クレジット」
「分類8外部の知見の適切な活用」
① 契約について基本的な考え方を知り、自立した

社会人を目指す．
② 無計画なお金の使い方に注意するとともに、金

銭トラブルの回避と対処方法を知る．

内　容
1.「契約って、なんだろう」
　契約の概念と決済方法をパワーポイントの画面
とワークシートで学ぶ．
2．「困ったときは、どうするか」（図17参照）
　① パワーポイントの画面を見ながら、金銭トラ

ブルの例話を聞く．「金銭管理」「デート商法」
「架空請求」「名義貸し」

　② 例話シートを見ながら内容を振返り、意思表
示カードを選択して、対処法をワークシート
に書く．

　③ 対処法ワークシートと意思表示カードを使っ
て、講師の問いかけに答える形で発表する．

　④ まとめの話と感想文
時間配分
（40分）今日の授業の予定　契約についての概念
（10分）困りごと①②
（10分）休憩　質問を受ける
（15分）困りごと③④
（25分）ディスカッション、発表と講評
（10分）まとめ、感想文
　時間配分は目安で状況によって調整する．
授業展開
① 契約についての設問に挙手で答えさせ、正解を

発表してから、ワークシートに書き込ませる．
事後学習に使う時、正解が書かれていることが
重要．質問があればその場で答える．

② 例話は、パワーポイントの画面に集中させて進
める．ディスカッションは、例話のシートでイ
メージを掴み、教員が質問用紙を説明しながら
読み、生徒自ら考えさせる．意思表示カードを
選び発表の場で講師の問いに答える形で掲げ
る．

③ 別時間にて学校で振返り学習をする．
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設　営
　机を島状に設置し、生徒4名が囲んで座る．各
グループに教員が1名つく．ワークシートは、そ
の都度、配布する．
教　材
　意思表示カード（図18参照）各種ワークシー
ト（図19 ～図27参照）なお、図18カードと図19
～図27シートは筆者が制作した．

図17　授業風景イメージ（筆者作図）

図19　金銭管理例話シート

図20　金銭管理対処法ワークシート

図21　デート商法例話シート図18　意思表示カード
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図22　デート商法対処法ワークシート

図24　架空請求対処法ワークシート

図23　架空請求例話シート 図25　名義貸し例話シート
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準　備
　担当教員には、企画書、当日の学習内容の授業
展開（各机に１名フォローに入る教員への説明の
為に必要）を事前に渡し、グループのメンバーの
構成を一任する．
実施感想
「対象者について」
　知的障がい軽度から中度の場合でも、参加意欲
に差はなく、大変熱心に取り組んだ．
　内容1．「契約って、なんだろう」ではクイズ
形式の問いかけに、よく反応していた．
　内容2．「困ったときは、どうするか」では、
例話を要約したシートを、生徒もしくは教員が読
み上げ、グループの意見を集約していた．皆で意
思表示カードを選択し、個々の発言を生徒が書き
取る方法でグループの意見をまとめていた．メン
バーの習熟度に応じ、教員のフォローが適切にな
されていた．
「難易度」
　中度の生徒には、意思表示カードが分かりやす
かったようである．軽度の生徒からは自発的な質
問や感想が多く出て、適切なレベルであった．
「効果」
　契約について学ぶことは、3年生の3学期の卒
業目前の時期でのセーフティー教育のー環とな
る．
「工夫」
　「例話を画面で見ながら聞く」「グループごと教
員の解説で振り返る」「自ら考えて発表する」こ
の3段階を踏むことで、学習内容の定着を図る．
表現方法として読み書きが不得手な生徒には、意
思表示カードを選択して掲げる方法を取った．
「発展」
　担当教員に、図19 ～図27のような4種の例話
シート、対処法解答、及び意思表示カードの原紙、
パワーポイントの画面から一部印刷したものを提
供した．これを使って振り返りの授業をした．

「まとめ」他校での取り組み
　他校の都立特別支援学校高等部で行なわれた3
年生向けの「悪徳商法セーフティー教室」を見
学した．消費生活センターの相談員１名が、3年
生の全生徒（重度重複から軽度まで）約70名を
対象に体育館で3学期の合同授業として行ってい
た．相談員の講話の後に、教員数名と軽度の生
徒1名によるロールプレイの舞台発表を全員で見
た．ロールプレイの発表は楽しかったが、習熟度
別でないため、どこまで理解できたか、生徒が自
分の問題としてとらえられたかどうか疑問が残っ
た．参加型ではないので、受動的な点も気になっ

図26　名義貸し対処法ワークシート

図27　「お金の安全・安心」配布資料
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た．また、悪質商法に特化していたので、無計画
なお金の使い方や、貸し借り、おごりおごられ、
名義貸しのように、実際に頻発している金銭トラ
ブル事例は扱われなかった．卒業後の生活実態を
想定すると、消費者教育に金融教育を加えた視点
で指導することが必要であると感じた．

4 ．考　察
4 ．1　「金融教育プログラム」（8）との関連
　「金融教育プログラム」の「個別の分野に関連
付けて活用できる重要な概念」と、今回のプログ
ラムについての関連を述べたい．基本的な考え方
の多くを、ここから得ている．
　 1 回目の修学旅行のおこづかいの使い方の授業
で、一定額の予算の立て方とお金の有効な使い方
を実施した．お金には限りがあるという「（1）「希
少性」（ものやお金には限りがあり、大切なこと）」
を中心に学ぶ．
　 2 回目に、給与明細の見方を学んで手取り金額
を知る．手取り金額を、必要な生活費と自由裁量
で使えるおこづかいに分ける．給与明細の中身を
知ることで、税金と社会保険の意味とともに、労
働により社会的責任を果たしていることの自覚を
促す．「（2）「選択」（限りあるものやお金をどの
ように得て、どのように使うかということ）」を
中心に学ぶ．
　 3 回目のお金のトラブル回避では、契約の概念
を学び、そこから派生する問題の対処方法を学ぶ．
　「（4）「公正で持続可能な社会」」の「消費生活・
金融トラブル防止に関する分野」を中心に学ぶ．
実は、知的障がいのある方にとって、他者の力を
借りることのハードルは、想像以上にかなり高い
ものである．ここで重要なことは、困った時は相
談できるように行動変容を促すことである．
　いずれも、年齢層別目標では小学生から高校生
の内容を縦断して取り入れたが、対象はあくまで
高校生であることを忘れてはいけない．高校生と
しての社会的経験年数を十分尊重した授業を行う
ことが最も重要である．
　また、労働能力で生徒を序列化してはならない
ことを、生徒自身から学んだ．作業をして給料を
渡す設定の授業では、全員が懸命に取り組む．意
思表示カードを使えば、表出言語が不得手な生徒
から適切な答えを導き出せる．「合理的配慮」の
提供で、無理だと思われた理解が少しずつ進むの
を感じる．実際には、給料パターンも習熟度別に
一般就労と福祉的就労に分ける．生活介護の場合

は作業収益の分配になるが、その取り組みや意欲、
お金を大切に思う気持ちに違いはない．働くこと
の意義である、人の役に立つことの喜びも同様で
ある．金融教育を高等部の学習の中に取り入れて、
自立した社会人として巣立って頂きたいと切に願
う．

4 ．2　改訂後に得られた知見と今後の展開
　以前、第3部「社会生活の金銭トラブル対処と
回避」で契約について教える際、既存の中学生向
けの契約についてのテキスト『契約って何だろ
う？』を使って授業を行った．このテキストは大
変優れた教材だが、漢字に振り仮名がない、三択
の設問が選びにくい、「意思表示が合致する」な
どの表現が難解、説明の文言が複雑、という理由
で、特別支援学校の生徒に対しては適当とはいえ
ない．当初は、単に振り仮名を振るだけにしたが、
回答に戸惑う様子が見られたため、「合理的配慮」
を念頭に新たに教材を作成した．そこでは「契約
は意思の合致により成立する」という概念をいか
に自分の身の周りの出来事に引き寄せて実感でき
るかがポイントである．「意思の合致」を「買い
たい気持ちと売りたい気持ちがピッタリ合ったら
契約成立」と、わかりやすい表現に置換えること
で生徒の理解を促した．単に「意思の合致」に振
り仮名をすることは好ましくない．振り仮名をす
ることだけでは、本人の学習に対して「合理的配
慮」を行ったことにはならないからである．わか
りやすい表現に置換えることこそ「合理的配慮」
の一歩であろう．授業の進め方も工夫した．①パ
ワーポイントの画面を見ながら講師の説明を聞
く．場面を自らの体験に当てはめ思い起こす．②
契約の概念を念頭に置きながら、二択の答えに挙
手させる．③根拠を説明した後、初めて正解のみ
を記入させる．この順番で理解の定着を図る．後
日一人で見返した場面で内容を振り返られるよ
う、正解のみを書くように口頭で指示をした．書
面をわかりやすくするだけではなく、全体に「合
理的配慮」が必要である．
　次に今後の展開について述べたい．知的障がい
のある方に対する金融教育と他の科目の教育にお
ける違いは何か．本来、金融教育は、各科目の壁
を越えて横断的に構成できるものである．それは
全ての教育現場で可能であり、特別支援学校にお
いても例外ではない．そして生きる力を身につけ
るという土台から来ている．更に、特別支援学校
では、例えば数学で足し算を学ぶ場合、実際の硬
貨を数えることで現実の生活と結びつけた学習に
なる．このように概念で学ぶことが難しいので、
実際の生活場面を取り入れることで習得する．数（8） 金融広報中央委員会（2015）．
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学ではそこまでだが、金融教育では、他の教科で
学んだ内容も取り入れながら、卒業後の社会生活
の中でお金を使って生活する場面を想定して総合
的に学習できる．
　今後は、教材を利用するためのインストラク
ター用マニュアルを作成し、学校現場に提供して
いきたい．現在は、出前講座に伺った学校にワー
クシートなどの教材を提供してきた．今回は紙面
での紹介なので、ワークシートを参考資料として
示している．実際には自分で作成したパワーポイ
ントを生徒に見せながら授業を行っている．具体
的で視覚からイメージしやすいよう、イラストや
自分で撮影した写真資料などを使っている．パ
ワーポイントを作る上で難しいのは、振り仮名の
表記である．よく行われているのは、平仮名のテ
キストボックスを漢字のテキストボックスの上に
置く方法である．これでは作業が煩雑で、限られ
た画面の中で場所を取る上、ずれてしまう弊害も
ある．筆者は図28のように1つのテキストボック
スの中で構成している．この方法だと簡便でずれ
ない．

　同じテキストボックスの中で、文字のポイント
を行ごと変えて構成する．例えば、振り仮名行は
18ポイント、本文の漢字行は32ポイント、行間
は20ポイントというようにすると、文章に簡単
に振り仮名表記ができる．
　これは教材の作り方のマニュアルの一例だが、
このような方法がわかれば、習熟度に合った既存
の教材などを教育現場で教員が加工して作れるの
で、「合理的配慮」のある教材を手作りし易くな

り、金融教育も進むのではないか．次に、教材を
利用するためのインストラクター用マニュアルに
ついては、教案に図29および図30に示すような
ワークシートを付けたものを作成していく予定で
ある．教育現場で自由に使えるよう提供したい．

図28　パワーポイント上での振り仮名の振り方
（筆者制作）

横書きテキストボックス
振り仮名18ポイント
本文　　32ポイント

図29　教師用指導手引き1（筆者制作）

図30　教師用指導手引き2（筆者制作）
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5 ．まとめ
5 ．1　 ファイナンシャルプランナーからの情報

提供の可能性
　今まで金融広報中央委員会（9）が取り組んでき
た金融教育の中に活用できる実践事例は沢山あ
る．そこからヒントを得て、このプログラムでは

「合理的配慮」のもとに「権利擁護」を重視し、
本人の「意思決定支援」を行うための形にしよう
とした．就労のための学習では、実習、面接、接
遇等を学んでいるが、ここに金融教育を是非加え
て頂きたい．
　現在、都立特別支援学校の中には、保護者向け
に障害基礎年金の講座を行っているところもあ
る．筆者自身、知的障がいのある方の家族向け
に、「障がいのある子どもと生きる家族のマネー
ライフ」というテーマで講演活動を行い、実際の
家族構成の変化に沿ったライフプランの提案を
行っている．特に障がいに特化した保険、20歳
前傷病による障害基礎年金、福祉型信託、成年後
見制度は家族にとって必要な情報である．高等部
在籍中が効果的な機会になる．このようにファイ
ナンシャルプランナーが関われる情報提供の機会
は、まだまだ多い．
　知的障がいのある方から「通帳を印字して自分
に障害基礎年金が出ていると初めて知った」など
の話を聞いたことがある．経済の担い手であるに
も拘らず、未だに「教えても分からないだろう」

「知って無駄遣いされては困る」という理由で情
報を与えない傾向があるのではないか．本人のお
金は、本人固有の財産である．家族が勝手に処分
できるものではない．本来、知らせた上で「意思
決定支援」をして、大人の社会人として遇するの
が大切ではないか．お金のトラブルに巻き込まれ
て就労が維持できなくなり、適切な支援を得られ
ず健全な経済生活ができなくなる事態を招かない
ように、学校教育において指導していく必要があ
る．そのためのお手伝いが、ファイナンシャルプ
ランナーには出来るのではないかと考える．

5 ．2　 「合理的配慮」の概念を超高齢化、多様な
社会への情報提供に活かす

　この「合理的配慮」こそ、障がいのある方だけ
でなく、「わかりやすさ」を求める多くの方にも
利点をもたらすと考える．小学生に授業を行う時
は振り仮名を振るのではなく、学習指導要領に

沿った学習漢字を用い、そのほかは平仮名表記に
する．平仮名が沢山あると読みにくい．そこで分
かち書きの手法を取り入れると、わかりやすくな
る．
　また、例えば「返戻金」と表記しても、日本に
来て間もない外国の方にはわかりにくい．振り仮
名をすればよいという問題ではない．「払ったお
金が戻ります」ならわかるだろう．このように、

「わかりやすさ」を提供することは、ユニバーサ
ルな理解に繋がるということである．外国人にわ
かりやすい「やさしい日本語」を研究する弘前大
学社会言語学研究室が「やさしい日本語クイッ
クレファレンス」を公開しているが、「平成28年

（2016年）熊本地震」でアクセスが急増したとい
う．この内容を見ると、誰でもわかりやすい表記
になっている．前段で紹介した「わかりやすい情
報提供のガイドライン」と通じるところが多い．
　「わかりにくさ」を理解するには、その相手の
視点に立って考えることが欠かせない．書面だけ
でなく、口頭での説明でも同様の配慮が必要で
ある．高齢者、外国人、子どもへのわかりやすさ
の提供は、金融機関の窓口でも金融教育の場でも
大いに役立つ．今まで当たり前に使っていた表現
方法を、もう一度この視点で見直してみることか
ら始めることができるだろう．情報保障という観
点からも、再検討することで見えてくるものがあ
る．実は、特別支援学校での金融教育のあり方
と、「わかりやすさ」を主眼とした金融情報の提
供は同じ方向を向いている．超高齢化で多様な社
会が求める「わかりやすさ」を提供していくこと
が、ファイナンシャルプランナーの社会的役割で
あると考え、共通の意識を持って取り組んでいき
たい．
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